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チャック時における閉め付け荷重の違いによるワークひずみの検討 

 

目的：チャック時の閉め付け荷重を変えた場合のワークのひずみ量をＣＡＥ計算によって

求める。 

 

目標：締め付け荷重１２ｋＮ、２１ｋＮ、３０ｋＮのときの変形量を 

（１） 全面を押した場合          （２）上から１０ｍｍあけた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果： ひずみ 
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荷重とひずみの関係
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荷重とともにひずみが増加している。 

 

 

 

  

 


